
POSデープロメテウスシステム®は、お客様からの棚画像を頂くことで、棚

画。ダッシュボードについて 

POSデーだけでは解明できなかった、棚割による購買行動の「なぜ？」を解き

明かすことで、効果的な棚割や商品の売上管理に大きく貢献します。 

タだけでは解明できなかった、棚割による購買行動の「なぜ？」を解き明かす

ことで、効果的な棚割や商品の売上管理に大きく貢献します。 
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ダッシュボードについて 
1. 初期画面 

初期画面の構成は、マーケットヴィジョン（以下、ＭＶ）の用意する「標準ダッシュボード」とお客様
のご要望で用意する「顧客ダッシュボード」です。 

 
2. MVの標準ダッシュボードの考え方 

当社のミッションは「実店舗のありのままの姿を正確に捉えデータ化する」ことです。 
店頭棚の撮影画像を画像処理技術等を利用して店頭陳列状況を見える化しています。 
その結果を反映し、ミッションを具現化するのが「MVの標準ダッシュボード」です。 
 

 

図-1 
図-1 をご参照ください。 
調査店舗全体の棚にあるものは何でしょうか。棚には「商品」しかありません。そして、棚に陳列され
ているのは商品の最小単位である 1SKU で陳列棚の面（フェイス）を作っているのです。 
それ故、調査店舗全体の「商品数」と「フェイス数」を把握することが、調査店舗全体を俯瞰展望す
るうえで最も大切な事と考えています。 
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3. MVの標準ダッシュボードの構成 
初期画面は、調査店舗全体の 
◇メーカー別月別商品数の推移の表とグラフ 
◇メーカー別月別店舗あたりのフェイス数の推移の表とグラフ 
により調査店舗全体の像を把握するようにしています。 

 

図-2 
初期画面では、調査店舗全体の「商品」と「フェイス」に関する表示ですが、図-2 のように 
調査店舗については、全店舗、地域別店舗、チャネル別店舗 
商品については、カテゴリー別に展開できるようにしています。 

 
 
4. ダッシュボードを活用して課題を発掘 

データ分析の基本は「比較とトレンド」、そして全体を展望できるところからスタートすることです。 
2020年 2月から 11月に行った調査の解析を例に課題解決の方法を紹介しましょう。 
図-3 をご参照ください。 
・上欄は、各メーカーの商品数の推移を表とグラフで表し 
・下欄は、店舗あたりのフェイス数の推移を表とグラフで表したものです。 
この表とグラフで調査店舗全体の、店頭棚陳列状況の全体を俯瞰して見えることになりました。 
「商品」数の推移と「フェイス」数の推移を比較して何か違いを発見しましたか。 
A社、B社の商品数はそれぞれ月平均で 577品、565品で非常に多い商品を上市しています。 
また、A社、B社の店舗あたりのフェイス数は月平均でそれぞれ 272 フェイス、167 フェイスとなってい
ます。ほぼ同じ商品数を上市しているのに、B社のフェイス数は A社のフェイス数より 105 フェイスも
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少なくなっています。 
売上確保の第一条件は、店頭陳列棚のフェイス数確保にかかっています。 
従って、商品は同じ量を投入しても、陳列棚には商品投入量に応じたフェイス数が確保できていない
ことになります。 
この根本的な課題を、地区別、チャネル別、またはカテゴリー別に分析し、どこに最大の課題があるの
か追跡しなければなりません。 
地区、チャネル、カテゴリーのすべてで全国―全店舗と同じような傾向であれば、これは「商品力」の問
題かもしれません。この場合はマーケティング関係者と商品の改良、新製品の投入等の施策をとらな
ければならないでしょう。 

 

図-3    
 
5. 顧客ダッシュボードについて 

5-1）MVの標準ダッシュボードのリピート検索 
当社で用意した「MV の標準ダッシュボード」では、初期画面で全店舗の全商品を展望できます。 
その結果、さらにデータをより深く地域別、チャネル別、カテゴリー別と探索し、しばらく毎日継続して観
察したい場合が起きます。例えば、ヘアケア商品で首都圏と近畿の駅前 Drug 店の売上比較を継
続してウォッチしてみたいとします。 
このような場合は、リピート検索機能で毎日煩わしい操作なしにボタン一つで検索できます。 

 
 

5-2）地域別、チャネル別のチェーン分析 
   図-4 をご参照ください。 
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お客様から、〇〇薬局チェーンの「北海道、東北、関東甲信、首都圏」地域の駅前 Drug 店での
カテゴリーA の商品の商品数、フェイス数を調査したい。しかもあるメーカーが新製品をこの地域で上
市したので 2週間継続して観察したい。というような例がでてきたとします。 
このような場合は、オプション価格で対応いたします。 

 
図-4 
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